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とする Ge ボロメーターの諸特性と Ge ボロメーターによる遠赤外域での分光測定に関する研究をまと
めたもので、序文、本文 7 章よりなっている。
序文では、本研究の位置付けと研究の課題を述べている。
第 11去では、赤外検出器の発展過程を振り返り、 Ge ボロメーター研究の現状を概括し、本研究が
対象としている問題の所在を明らかにしている。
第 2 主主では、 Ge ボロメーター素子の比抵抗、温度係数と Ge 中の不純物 In の濃度との関係を求め、
ボロメータ-感度の熱伝導度依存むよび感度、雑音の液体 He 熱槽温度依存、不純物濃度依存を明ら
かにしている。
第 3 章では、 Ge ボロメーターの雑音等価入力 (NE P) を最小とする素子のバイアス屯流、断続
周波数を求め、最適動作条件下のボロメータ -NEP が最小となる不純物濃度を明らかにしている。
ボロメーターの時定数を測定し、また Ge ボロメーターの雑音の原因を明らかにしている。
第 4 章では、 Ge ボロメーターの波長感度について述べている。 Ge ボロメーターが熱的検知器の特
長である平坦な波長特性を有することを実験的に確認し、ボロメーター効果と不純物光伝導効果との
関係について述べている。
第 5 章では、 Ge ボロメーターを取りつけた極低温透過率測定装置の試作と In をドープした Ge の
サブミリ波域での透過率測定について述べている。そして 10cm-1 近傍で見い出された P-Ge の吸収
バンドを局在不純物対モデルにより定性的に説明し、その吸収が不純物間の相互作用、即ちホッピン
グに基くものではないかと推察している。また In をドープした Ge の磁場下の吸収特性を求めている。





第 7 章は結論および考察で、本研究によって件られた成果を総括し、 Ge ボロメーターの今後の性
能改善について述べている。
論文の審査結果の要旨
Ge ボロメーターは既に研究報告せられている結果も多いが、ボロメーター素了-としての Ge の性質
ボロメーターとしての特性について、未知!の点が多々ある。
本論文は先づ Ge ボロメーター素-子の熱的、屯気的性質と不純物濃度との関係を研究し、 Ge ボロメ
ーターの動作条件の最適化を計り、試作した Ge ボロメーターの波長感!支持にサブミリ波城の15件.を
!りj らかにしている。
前後にこの Ge ボロメーターを用いて遠赤外域で存種の良好な吸収スペクトルを rJ:ている。これら
の結県は Ge ボロメーターの実用化に役立つところ大きく、赤外遠赤外!i&の分光沼tどが{rlt 々 If(安にな
りつつある際、本論文は工学上、工業上貢献するところが多く、↑淳一1: 1I1耐え-として úlliflll あるものと認め
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